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プログラム

「こども　夢・創造プロジェクト」は、さまざまな分野の
「プロフェッショナル」を講師に迎え、小・中学生のあこ
がれの分野や技術、作品づくりなどを本格的に体験で
きるプログラムです。
プロフェッショナルの世界を実際に体験する貴重な
チャンス！
「おもしろそう！」「やりたい！」その気持ちがあればＯＫ！
自分の新たな才能に気づくかも！？

協 力

こども新聞記者
＠大阪マラソン

活動報告

カメラを手に大阪マラソンを取材するこども記者たち

一般社団法人分析研修センター／株式会社海遊館／（株）ワオ・コーポレーション　WAO！LAB／（株）エンジンズ　キッズプロジェクト／６（rock）woodworks & life／
オスモ＆エーデル株式会社／Natural Backyard／ＥＣＣアーティスト美容専門学校／重山建築研究室／大阪芸術大学附属大阪美術専門学校／清風情報工科学院／
大阪バイオメディカル専門学校／NPO法人書道スーパーキッズの会／（株）スペルバウンド／（株）アカルプロジェクト／（株）よしもとクリエイティブ・エージェンシー／
アナ・トーク学院／読売新聞大阪本社／大阪マラソン組織委員会／大阪成蹊大学・大阪成蹊短期大学／エール学園／大阪市こども青少年局

「こども　夢・創造プロジェクト」は
大阪市と民間企業・団体の協働により
実施しています。

実行委員長　今西幸蔵（桃山学院教育大学教育学部客員教授）



　車いすマラソン男子に出場した西田宗城さん（３４）
（大阪府和泉市）は、スタート直後の駆け引きを制し、大
阪マラソンでは３度目の勝利をつかみました。こども記
者たちは、西田さんの強さの秘密や、車いすマラソンの
魅力について聞きました。

　「こども新聞記者」を体験したのは、小学５
年から中学２年までの男子3人、女子4人の計
7人です。読売新聞が協力し、全参加者が募
金に協力するチャリティーマラソンとして行わ
れる「第８回大阪マラソン」を取材しました。
　大会前日の11月24日には、大会を盛り上
げる大阪マラソンアンバサダーの一人で、長

野五輪女子スピードスケート５００メートル銅
メダリストの岡崎朋美さんを取材しました。約
３万２０００人のランナーの受け付け業務を支
えるボランティアにも話を聞きました。
　大会当日の同25日には、車いすマラソン優
勝者の西田宗城さんと、日本勢で男女トップ
の五十嵐真悟さん、山口遥さんを取材。アン
バサダーで元プロ野球阪神タイガースの赤
星憲広さんや、京都大学iPS細胞研究所所長
の山中伸弥さん、市民ランナーの皆さんらに
も話をうかがいました。
　取材に応じて下さった方々をはじめ、運営
面でご協力をいただいた大阪マラソン組織
委員会事務局の皆さん、本当にありがとうご
ざいました。

「
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
が
好
き
」

西田　宗城さん
車いすマラソン優勝
にし だ ひろ き

活動報告

高橋　夢　記者
ゆめたかはし

加藤　理実　記者
かとう り み

中川　崇　記者 杉野　遙　記者 喜多　ほのか　記者 中山　朝登　記者 渡　皓太朗　記者
なかがわたかし すぎ の はるか き なかやまあさと わたなべこうた ろうた

【中学2年】 【小学6年】 【小学5年】

（文中の肩書き、年齢は取材当時のものです）

　「優勝を確信した瞬間はいつですか」と
西田さんに聞くと、「最後のゴールテープ
が見えた時」と言われ、驚きました。車いす
は、タイヤがでこぼこにはまったり、パンク
したりして進めなくなることがあるので、最
後の最後まで気が抜けないそうです。

　大学生の時、交通事故でせきずいを損傷
した西田さん。「もし再生医療が進歩して、
僕の脚（あし）を治せるようになっても、治さず
に続けたい。それくらい、車いすマラソンが好
き」なのだとか。西田さんの強さは、心の強さ
と競技への愛情が支えていると感じました。

　西田さんは、「優勝はうれしいけれど、
自己ベスト（1時間 20分28 秒）を更
新できなかったのは悔しい」と話してい
ました。車いすマラソンを始めたのは
22歳頃。「テレビで車いすマラソンを見
て、ひとめぼれした」ことがきっかけだそ
うです。
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【加藤理実記者】

【渡　皓太朗記者】

【高橋夢記者】

　こども記者たちは、日本人ランナーで男女トップの五十嵐真悟さん（３2）（城西
大クラブ）と山口遥さん（３１）（AC・KITA）に話を聞きました。五十嵐さんは1位の
ケニア人選手と最後まで一騎打ちを演じ、8秒差の２位でゴール。
山口さんも女性で2位と健闘しました。

「
名
前
を
呼
ん
で
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」

「友達が増え、
　つながりが
　　広がった」

五十嵐　真悟さん、山口　遥さん
日本人ランナー　男女トップ活動報告
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　五十嵐さんは、ボストンマラソンや東京
マラソンなど国内外の大会に計２２回出
場したそうです。大阪マラソンの良いとこ
ろについて、「沿道の人がランナーの名
前を呼んで応援してくれるので、勇気づけ
られた」と話していました。

　マラソンの楽しさを尋ねると、五十嵐
さんは少し考えて、「走っている時はきつ
い、苦しいという感覚しかないが、走り終
えた後、その苦しさに勝った自分に達成
感が生まれる」、山口さんは「友達が増
え、横のつながりが広がった」と2人とも
笑顔を見せました。

【中川崇記者】

【喜多ほのか記者】

中山記者撮影

渡　記者撮影 渡　記者撮影

喜多記者撮影
ゴール直後の西田さん

ゴール付近で取材するこども記者たち

いがらし しん やま ぐち はるかご

4

こども新聞記者2018年度
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大阪市消防局の救急救命士
メディカルランナー活動報告
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　今回でメディカルランナーは８回目の土岐さん
は、「普段の仕事では見えないものが見えて自分
が成長できる」と言います。初参加の浜川さんは
「幅広い年齢層のランナーが安心して、安全に
走ってほしい」と志願しました。田中さんは5回
目。定年を迎え、もうメディカルランナーとしては
走れませんが、「これからも市民ランナーとして走
りたい。そして、もし、目の前でランナーが倒れた
ら、レースを投げ出して助ける」そうです。

【渡　皓太朗記者】

　「暑いなあ～」と気さくな一面を見せたかと思え
ば、まじめな一面も見せる。山中教授は、様々な
組織に変化していくiPS細胞のような人だと思い
ました。 【高橋夢記者】

　マラソンを走った後でつかれているのに、やさしく答
えてくれたので、うれしかったです。アドバイスをこれか
らの人生に役立てていきたいです。【中川崇記者】

　僕たちの質問に丁寧に答えてくれて、とてもや
さしい人だと思いました。 【中山朝登記者】

　消防局に３８年間務めた田中さんでも、心肺停
止状態の人をAEDで助けた経験は、数えるほどし
かないそうです。「メディカルランナーとしての最後
の大会で、心肺停止状態のランナーを助けたこと
に、運命を感じた。意識が戻った時は、うれしかっ
た」。そう話す田中さんの姿に、救急救命士らの熱
い思いが大阪マラソンを支えていると感じました。

【高橋夢記者】

　救急救命士の仕事について、土岐さんは「救
助した方が回復してお礼の手紙をもらう時が一番
うれしい」そうです。田中さんは、大阪市で初めて
救急救命士になった職員の一人です。土岐さん、
浜川さんにとって「師匠のような存在」です。3人
とも「救急隊員はやりがいのある仕事」と話してい
て、私は聞いているうちに胸が熱くなりました。

【杉野遙記者】

　大阪マラソンでは、レース中のランナーの急病やけがに備えて、医師と看護師、救急救命
士約100人がメディカルランナーとして登録。４２.１９５キロを一般ランナーと一緒に走りなが
ら、周囲に気を配っています。今大会では、中高年の男性ランナーが倒れ、心肺停止状態に
なりましたが、メディカルランナーらがＡＥＤ（自動体外式除細動器）などの初期対応を行った
おかげで、約１０分後に意識を取り戻すことができました。

　こども記者たちは、メディカルランナーを務めた（右から）大阪市消防局の救急救命士、田
中宏幸さん（６０）（平野消防署）、土岐悟さん（４３）（淀川消防署）、浜川なおきさん（３２）（大阪
市消防局救急課）の3人に話を聞きました。

　大阪マラソンには、京都大学iPS細胞研究所所
長の山中伸弥教授も出場。3時間31分40秒かけ
て完走しました。直後の記者会見では、大人の新
聞記者に交ざって、こども記者たちが、堂 と々山中
教授に質問しました。

　勉強はもちろん大切だけど、君たちが今
やっている、こども記者の取り組みのよう

に、いろいろな経験を重ねることが大切です。失
敗してもいいから、色んなことに挑戦してほしい。
失敗を重ねることで、成功につながっていく。

　最初は、（大阪万博の誘致特使を務
めていたので）大阪万博の開催が決まっ

てよかったなあと思って走っていました。でも、
途中から、暑くなってきて、暑いなあ～、早く終
わらないかな～と思って走っていました。沿道
の人に「山中～がんばれ」と声をかけてもら
い、なんとか頑張ることができました。

「幅広い年齢層のランナーが安心して、
　　　　　　　　安全に走ってほしい」

Ｑ

A

A

マラソン中は、
何を考えて走っていましたか。

Ｑ これから未来を背負っていく
僕たちにアドバイスはありますか。

【中山朝登記者】

【中川崇記者】

山中教授に
インタビュー
山中教授に
インタビュー

中山記者撮影

一問一答
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大阪マラソンアンバサダー
赤星　憲広さん

活動報告

大阪マラソンアンバサダー
岡崎　朋美さん

　赤星さんは足が速いことで有名です。でも、
中学生の時にリレーのアンカーを務め、3人に
抜かれたことがあるそうです。「その時のショック
があったから、努力してもっと足が速くなれた」と
教えてくれました。どの分野にも上には上がい
るということと、負けても、あきらめずに努力する
ことの大切さを感じました。

　赤星さんの背番号「５３」の意味をたず
ねました。背番号を決めるとき、シドニー五
輪などで思い入れのある「２６」と「９」が空
いていたので、「どちらでもいい」と阪神球
団に伝えたら、なぜか「５３」をもらったそうで
す。「『５３』は、＜ゴミ＞や＜誤算＞とも読
めるからショックだった。でも、ファンの皆さ
んに背番号を覚えてもらいたいと思って、
逆に火がつきましたね」と話していました。

　テレビに出演する前に、準備しているこ
とを聞きました。赤星さんは「勉強していま
す。プロ野球選手時代は、政治のことも
よくわからなかったけれど、引退後はニュー
スを見たり、新聞を読んだりするようになり
ました」と教えてくれました。そのおかげで、
テレビの共演者から難しいことを聞かれて
も、切り返せるようになったそうです。

　阪神入団が決まった当初、赤星さんは、
「背が小さい」「球が飛ばない」などと言わ
れました。赤星さんは「最初は不安だったけ
れど、背が小さくてもプロ野球選手として
やっていけるところを見せて、人に希望を持
たせたい。大きい人にも負けないぞ」とがん
ばったそうです。赤星さんがみんなに好かれ
る選手になった理由が分かりました。

　大阪マラソンでは、大阪マラソンアンバサダー（大使）と呼ばれる著名人が、それぞれ
の得意分野を生かして大会を盛り上げるための活動をしています。こども記者たちは、９
人のアンバサダーのうち、野球とスピードスケートの分野でそれぞれ名をはせた赤星憲
広さん、岡崎朋美さんのお二人に、現役時代の思い出などを聞きました。

大阪マラソンアンバサダー
Osaka Marathon Ambassador

　１９７６年愛知県出身。２００１年阪
神タイガース入団。1年目に盗塁王と
新人王を獲得。セ・リーグ記録となる
５年連続盗塁王に輝き、ベストナイン
２回、ゴールデン・グラブ賞６度受賞。
２００９年試合中のダイビングキャッチ
でせきずいを損傷し、現役引退。現在
は野球解説者として活躍。

赤星憲広さんのプロフィール

　5 度の冬季オリンピックに出場。１
９９８年長野五輪ではスピードスケート
女子５００メートルで日本女子短距離
初の表彰台となる銅メダルを獲得。２
００６年のトリノ五輪では日本選手団
主将、10年バンクーバー五輪では日
本選手団旗手を務め、13年に現役
を引退。現在はタレントとして活躍。

岡崎朋美さんのプロフィール

　長野五輪では緊張していたに違いな
い。そう思ってたずねると、「大会の空気は
張りつめていたけれど、緊張はしなかった。
どちらかというと、ワクワクしていた」との答
えが返ってきました。オリンピックなのに緊
張しないなんて、すごいと思いました。

【杉野遙記者】

　東京マラソンと比べた大阪マラソンの魅
力は何でしょう。岡崎さんは、沿道の応援が
すごいと言います。「応援する人も、がんばっ
て走っているランナーの姿を見て、自分も色
んなことにチャレンジしようと考えるのだと思
う。そして、走っている人と応援している人の
一体感も、大阪マラソンならではのものだ」と
話してくれました。

　４２.１９５キロ。果てしなく長く感じる距離
だ。私だったらリタイアしてしまうだろう。
そんな私には、越えられない壁も、強くなっ
て超えていくと語る岡崎さんが、かっこよ
く見えた。岡崎さんは、筋肉が練習の
痛みを経て太く、強くなることを例に挙げ、
痛いからといって終わらせてはいけないと
話した。辛くても、苦しくても走り続ける
ランナーたちは、強くなり続けているのだ
ろう。だから、あんなにも輝いて見える
のだ。

【加藤理実記者】

【中川崇記者】

【喜多ほのか記者】

【中山朝登記者】

【渡　皓太朗記者】

あか ほし のり ひろ

おか ざき とも み

【高橋夢記者】

4

6



　第８回大会では、約3万2000人のランナーが大阪の街を駆け抜けました。こども記者たちは、フルマラソン
のゴールとなるインテックス大阪で、完走したばかりの皆さんから、喜びの声を聞きました。

活動報告

　大阪マラソンは、約１万人のボランティアが運営を支えています。こども記者たちは、大会前日、インテックス大阪でランナー
の受け付けに当たるボランティアを取材。大阪マラソン組織委員会副会長の竹内章さんにも話を聞きました。

ボランティア
Volunteer

活動報告

　杉野記者撮影

　高橋記者撮影

　喜多記者撮影

　笑顔でランナーに参加賞を渡していた
田部瑞貴さん（１９）は「25日はランナーに
荷物を返す仕事をします。とても責任重
大なので、気を引き締めつつ、笑顔と声か
けを心がけてがんばりたい」と話してくれま
した。そんな田部さんはとても輝いて見え、
私も将来、やってみたいと思いました。

　植松隆哉さん（24）は、ランナーにウェ
アや帽子などのグッズを渡していました。
やりがいを感じるのは、「ありがとう」と言わ
れた瞬間だそうです。今回、誘われて初め
てボランティアをした植松さんですが、次
回は、自分が誰かを誘いたいと思ったそう
です。誘われた人が、誰かを誘う。このよう
にして大阪マラソンが成り立っているのだ
と思いました。皆さんも、大阪マラソンや大
阪万博でボランティアをやってみませんか？

竹内さん（左）に取材
するこども記者たち

　中川記者撮影

　加藤記者撮影

　無給で交通費も出ないのに、なぜこんなに多くの人がボランティ
アをするのだろう。この疑問をぶつけてみた。竹内さんは、「色 な々
理由はあると思うが、（ボランティアを希望する人には）『走ることが
好き』という大前提はある」と答えてくれた。

　大澤香織さん（２６）（東京都大田区）
は初めての大阪マラソンを、たこ焼きの
仮装をして走りました。目標の４時間１０
分台には届かなかったけれど、「最後の
南港大橋を笑顔で走りきるという目標を
達成できて良かった」と話していました。

　「バットマダム」のコスプレで完走した
霜倉里香さん（５３）（兵庫県伊丹市）
は３回目の大阪マラソンとのことで、「５
時間を切ることが出来た。これまでで一
番早いタイムだった」とうれしそうでした。

　戦国武将、伊達政宗にふんした吉田昌
弘さん（６１）（兵庫県高砂市）は、「WE♡
BOB（ウィ・ラブ・ボブ）」と書いた紙をゼッケン
に貼っていました。「BOB」は、大会直前の
10月に亡くなった友人のハンドルネームな
のだそうです。「第6回大会は友人と一緒に
参加しました。きょうは友人のことを思いなが
ら走りました」と話し、少し涙ぐんでいました。

　フルマラソン歴１０回以上という庭田
裕仁さん（４７）（神奈川県座間市）は、
東京マラソンにも５回出場したベテラン
ランナー。でも、大阪マラソンは初めて
とのことで、「なにわの応援がすごかった」
と驚いていました。大阪では沿道の人が
ランナーをいじるらしく、「それをうまく切り
返せるのがすごい」と。さすがはお笑い
の街、大阪です。

市民ランナー
Citizen Runner

【中山朝登記者】

【杉野遙記者】 【高橋夢記者】

【渡　皓太朗記者】

【喜多ほのか記者】

【高橋夢記者】

　大阪マラソンのコースが次回から変更される
と聞きました。理由の一つが「ゴール近くの南
港大橋が上り坂で、車いすマラソンの参加者
が渡りにくいから」だそうです。 【杉野遙記者】

　竹内さんは「ランナーが大阪の街で飲食や
宿泊をしてお金を使ってくれるので、毎年約１
５０億円の経済効果がある」と教えてくれた。
大会は８回目なので通算１２００億円も使われ
た計算になる。そんな効果がある大阪マラソ
ンはすごいな、と思った。 【加藤理実記者】

【中川崇記者】

受付ボランティアのリーダー
田部　瑞貴さん

受付ボランティアのリーダー
植松　隆哉さん

大阪マラソン組織委員会副会長
（大阪陸上競技協会専務理事）

竹内　章さん

た

うえ まつ たか や

たけ うち あきら
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